2012年２月１日
厚生労働大臣
小 宮 山　洋 子　様
全日本自治団体労働組合
  中央執行委員長　　徳 永　秀 昭
医療費レセプト審査事務の統合問題等に関する要請書
貴職の厚生労働行政の取り組みに、心より敬意を表します。
さて、12月8日、衆議院・決算行政監視委員会は、国民健康保険団体連合会と社会保険診療報酬支払基金の医療費レセプト審査事務について、「統合に向けた検討を速やかに進めるべき」と明記した決議を議決し、あわせて政府に決議を反映した措置を６ヵ月以内に報告することを求めました。
しかしながら、今回の決議は、単純なコスト論に偏重し、支払基金と国保連合会の設立の沿革、団体の性格等の相違や、保険者の意向を十分に反映したものとはなっていないなど、余りにも拙速で、問題が大きいと考えます。
つきましては、今後の医療費レセプト審査事務の在り方の検討に際しては、次のことを要請しますので、宜しく対応をお願いいたします。
記
１．医療費レセプト審査事務の在り方は、単純なコスト削減論ではなく、医療保険制度全体の中に位置付けて検討すること。
２．国保連合会と支払基金は、それぞれの設立の沿革、団体の役割、業務の内容が異なっていることを踏まえて検討すること。
３．国保保険者である市町村の共同事業事務の運営に支障が生じることのないように検討すること。
４．国民健康保険は、市町村の事務であることから、分権・自治の理念を踏まえ、市町村の意向を尊重すること。
以上
